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学校法人 東杜学園 

国際マルチビジネス専門学校 

 

 



 

 

2018（平成 30）年度 学校関係者評価報告書 

 

学校法人東杜学園 国際マルチビジネス専門学校では、教育理念、教育目的等をはじめとする学校教育

及び学校運営について現状を点検し、その改善を図るため自己点検・自己評価を実施し「2018（平成

30）年度自己点検評価報告書」を取りまとめ、当校ホームページに公開致しました。 

 また、学校関係者評価委員会を設置し、本校に関連する業界・企業の皆様より当校の学校教育及び 

運営に対しご意見やご指導を頂きました。頂戴致しましたご意見等につきましては「2018（平成 30）

年度学校関係者評価報告書」としてご報告させていただきます。 

 委員の皆様から頂戴いたしました貴重なご意見やご指摘を今後の学校運営に反映させ、教職員一同社

会のニーズに応えられる学生指導と教育の質のさらなる向上を目指して参る所存です。 

 

 関係者の皆様には、今後共なお一層のご支援、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。 

 

                                 2019（令和 1）年 9月 

                                 学校法人 東杜学園 

国際マルチビジネス専門学校 

                                   校 長  野口 和江 

 

【学校関係者評価委員会】 

 開催日時 ： 【第１回】令和１年 ９月 ４日（火）１３：００～１４：１０ 

             国際マルチビジネス専門学校 ２階 ホテル実習室 

         

 学校関係者評価委員（敬省略） 

 髙木 友子 氏 公益財団法人日本ケアフィット共育機構 事務局長 

 大久保毅彦 氏 株式会社 JTB 東北広域代表 仙台支店長 

 齋藤 康紀 氏 仙台ターミナルビル株式会社 ホテルメトロポリタン仙台 

         営業統括グループ 課長 レストラン支配人 

 小笠原 均 氏 有限会社花嫁の千登勢 取締役副社長 

 本村  陽 氏 株式会社日比谷花壇 バンケット事業統括部 

                   北日本ブロックゼネラルマネージャー  

 小山 大輔 氏 株式会社留学ジャーナル グローバルビジネス部 １課 課長 

 

 事務局 

 野口 友子 学校法人 東杜学園 理事長  

 野口 和江 国際マルチビジネス専門学校 校長 

 熊谷 文志 国際マルチビジネス専門学校 教務部 



 伊五澤 和男 国際マルチビジネス専門学校 教務部 

 吾妻 祐子 国際マルチビジネス専門学校 教務部（書記） 

 三橋 英一  国際マルチビジネス専門学校 広報部 

 島村 香奈子 国際マルチビジネス専門学校 広報部（書記） 

 

 尚、小笠原委員が急用のため欠席、よって後日に説明、ご意見を頂戴した。           

  

【学校関係者評価について】 

 2018（平成 30）年度自己評価報告について説明をし、各委員より意見を頂戴した。 

 

（１）教育理念・目標 

 国籍等に左右されることなく「人間力」を教育する重要性について、今後ますます必要とされるもの

としてご意見を頂戴した。 

 

（２）学校運営 

 コンプライアンス体制についてご質問があった。 

 一例として財務について説明をし、場合によっては専門家の方に指導を頂く旨回答した。 

 また、コンプライアンス体制について、教員対教員や教員対学生等の対人研修を行っているかご質問

があり、定期的な研修は行っていないものの講師会にて説明や冊子による周知を行っている旨回答した。 

 

（３）教育活動 

 授業を担当する業界に精通した教員の確保についてご質問があり、企業からの派遣を含め、人材確 

保については現在の業界状況を学ぶ上で必要と判断し、時期を問わず常時行っている旨回答した。 

 

（４）学修成果 

 退学の一因となる「学習意欲の低下」について、東京の企業事例をご紹介いただき、学生への指導方

法や考え方やその周知方法についてのご提案を頂いた。 

 

（５）学生支援 

 卒業後のキャリア形成について、企業の採用担当者へのアンケート実施についてご提案を頂いた。 

 

（６）教育環境 

 （７）学生受け入れ募集 

 （８）財務 

 （９）法令等の遵守 

（１０）社会貢献・地域貢献 

 特に委員会からの意見、質問はなかった。 

 



（１１）国際交流 

 今後の留学生の募集目標についてご質問があり、定員を 20名としている旨回答した。 

 留学生と他学科の交流は行っているかのご質問があり、一部の授業は合同で実施しており、今後イベ

ント等も検討する旨回答した。 

 

 

３.課題 

 ・企業とのより強固な連携、業界に精通する教員の継続的な確保 

 ・入学後のミスマッチの減少 

 ・卒業生の支援体制 

 ・高校等との定期的な連携 

 ・留学生の学習指導、生活指導の整備 

 

 なお、学校関係者委員会は委員会発足より今年で５年目を迎え、より委員会を活性化させ、 

各委員がより自由な意見交換を行う場とすることを目的に、髙木委員より以下のご提案を頂いた。 

 ・企業委員間でのディスカッションや意見交換の実施 

 ・授業見学に加え、在校生とのコミュニケーション 等 

 

 以上の内容を学内で検討し、改善案をまとめ次回以降の改善を目指す。 

 

                                        以 上 
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